
畑野町の人口（11月 1日調べ） 

人 口 1,809 人  男 905 人 

                 女 904 人 

世帯数  969 世帯 
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令
和
三
年
を
振
り
返
っ
て 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事

態
宣
言
と
と
も
に
始
ま
っ
た
令
和
三
年
で
し
た
が
、
そ

の
後
も
第
四
・
第
五
の
感
染
拡
大
の
波
が
あ
っ
て
、
日
々

の
生
活
や
社
会
活
動
に
も
大
き
な
影
響
を
受
け
た
一
年

と
な
り
ま
し
た
。 

自
治
会
の
事
業
に
あ
っ
て
も
、
緊
急
事
態
宣
言
の
期
間

中
は
、
公
民
館
や
健
康
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
使
用
を

制
限
、
ま
た
町
民
が
集
う
夏
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
行
事
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
な
ど
の
事
業
が
、
二
年
続
け
て
開
催

を
中
止
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い
、
寂
し
い
年
と
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

十
月
以
降
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
率
が
向
上
し
た
と
い
う

効
果
の
表
れ
か
、
感
染
拡
大
が
落
ち
着
い
て
い
ま
す
が
、

今
月
に
入
っ
て 

や
っ
と
デ
ル
タ
株
の
感
染
拡
大
が
収

ま
っ
た
と
思
っ
た
ら
、
今
度
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
と
い
う

新
た
な
変
異
株
の
脅
威
が
伝
え
ら
れ
、
我
が
国
に
あ
っ

て
も
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
に
陥
っ
て
い
ま
す
。 

感
染
拡
大
が
落
ち
着
い
て
い
る
今
の
状
況
を
持
続
す

る
た
め
に
も
「
手
洗
い
・
マ
ス
ク
・
密
の
回
避
」
な
ど

基
本
的
な
感
染
対
策
を
励
行
し
て
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
に

よ
る
「
第
六
波
」
が
来
な
い
よ
う
に
感
染
予
防
を
継
続

し
て
お
願
い
し
ま
す
。 

年
明
け
か
ら
は
、
三
回
目
ワ
ク
チ
ン
の
追
加
接
種
が
始

ま
り
ま
す
し
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
再
開
さ
れ

る
と
報
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
従
前
の
生
活
が
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
。 

来
年
こ
そ
は
、
何
の
制
限
も
受
け
な
い
生
活
が
戻
っ
て

き
ま
す
こ
と
を
願
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん 

が
ふ
れ
合
え
る
事
業
も
早
く
再
開
し
た
い 

で
す
。 

 

「
夢
ナ
リ
エ
」
が
今
年
も
開
園
し
ま
し
た 

冬
の
夜
を
彩
る
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す 

「
京
都
丹
波 

か
め
お
か 

夢
ナ

リ
エ
」
が
、
宮
前
町
の
「
き
き
ょ
う
の
里
」
で
開
園
し

ま
し
た
。 

今
年
は
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
が
色
を
変
え
て
光
る
竹
灯
籠
の
設
置

や
子
ど
も
た
ち
の
夢
や
愛
を
絵
に
描
い
た
路
行
灯
、
竹

林
を
飾
り
つ
け
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
も
あ
っ

て
、
昨
年
よ
り
も
楽
し
み
ス
ポ
ッ
ト
が
増
え
て
い
ま
す
。 

西
部
地
区
で
最
大
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
定
着
し

た
「
夢
ナ
リ
エ
」
。 

近
場
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
で
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
に
も
打
ち
勝
つ
元
気
を
も
ら
っ
て
、
癒

し
と
感
動
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
。 

十
二
月
二
五
日

（
土
）
ま
で
の
午
後
５
時
か
ら
９
時
ま
で
開
園
で
す
。 

       ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
表
彰
を
受
賞 

広
野
二
区
に
在
住
の
『
奥
野
正
三
』
さ
ん
が
、
令
和
三

年
度
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
功
労
者
と
し
て
、
先
月
に
、

文
部
科
学
大
臣
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。 

 

こ
の
表
彰
は
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
に
定
め
る
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
と
し
て
、
永
年 

自
治
体
で
の
ス
ポ
ー
ツ
推
進

事
業
の
実
施
・
調
整
や
住
民
ス
ポ
ー
ツ
の
実
技
指
導
、

助
言
を
職
務
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
功
績

を
称
え
て
表
彰
さ
れ
る
も
の
で
す
。 

『
奥
野
正
三
』
さ
ん
は
、
畑
野
町
体
育
振
興
会
会
長
を

経
て
、
平
成
二
年
か
ら
亀
岡
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
と

し
て
、
市
民
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
・
振
興
と
競
技
力
向
上

に
尽
力
い
た
だ
い
て
お
り
、
現
在
も
亀
岡
市
ス
ポ
ー
ツ

推
進
委
員
協
議
会
の
会
長
と
し
て
ご
活
躍
さ
れ
て
い
ま

す
。 

ご
受
賞
ま
こ
と
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す 

 

本
年
も
年
末
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
火
災
を
警
戒
し
、

安
全
安
心
な
市
民
生
活
を
確
保
す
る
た
め
、
亀
岡
市
内

一
円
に
お
い
て
消
防
団
に
よ
る
「
年
末
特
別
警
戒
」
が

実
施
さ
れ
ま
す
。 

こ
れ
に
あ
わ
せ
て
畑
野
町
自
主
防
災

会
も
年
末
特
別
警
戒
を
実
施
し
ま
す
。 

各
区
に
お
い
て

も
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
十
二
月
二
八
日

の
一
日
の
み
に
縮
小
し
て
実
施
し
ま
す
。 

寒
い
中
ご
苦

労
に
な
り
ま
す
が
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
す 

 

皆
さ
ん
と
と
も
に
「
火
災
ゼ
ロ
・
災
害
ゼ
ロ
」
の
決
意

を
新
た
に
し
、
消
防
関
係
者
の
士
気
高
揚
を
図
る
た
め
、

畑
野
町
消
防
出
初
式
を
挙
行
し
ま
す
。 

〇 

日
時 

令
和
四
年
一
月
九
日
（
日
） 

午
前
七
時 

〇 

場
所  

畑
野
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド 

な
お
、
午
前
九
時
か
ら
亀
岡
市
消
防
出
初
式
が
、

亀
岡
中
学
校
で
行
わ
れ
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
症

の
感
染
防
止
の
た
め 

例
年
よ
り
も
規
模
縮
小
で

行
わ
れ
、
市
中
パ
レ
ー
ド
も
中
止
さ
れ
ま
す
。 

      

当
面
の
行
事
予
定 

十
二
月
二
八
日
（
火
）
年
末
特
別
警
戒
（
各
区
で
実
施
） 

一
月 

三
日
（
月
）
西
山
神
社
・
歳
振
り
神
事 

一
月 

四
日
（
火
）
亀
岡
市 

新
春
年
賀
交
歓
会 

一
月 

八
日
（
土
）
と
ん
ど
大
会 

  

一
月 

九
日
（
日
）
畑
野
分
団 

消
防
出
初
式 

  

一
月 

十
日
（
祝
）
亀
岡
市
成
人
式 

 

自
治
会
事
務
所
の
年
末
年
始
休
業
の
お
知
ら
せ 

 

自
治
会
事
務
所
は
、
十
二
月
二
四
日
（
金
）
で
業
務

を
終
了
し
、
二
五
日
（
土
）
か
ら
一
月
五
日
（
水
）
ま

で
の
間 

年
末
年
始
の
休
業
と
し
ま
す
。 

年
明
け
の
業
務
は
、
一
月
六
日
（
木
）
か
ら
通
常
の

業
務
と
し
ま
す
。 

今
年
一
年
間
、
自
治
会
の
運
営
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き 

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 


